
平成™œ年›月š—日 火曜日 第�—š�号官 報
三

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
大
佐
和
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
富
津
市
千
種
新
田
八
十
八
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

安
全
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
大
佐
和
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
富
津
市
千
種
新
田
八
十
八
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
二
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運

輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
、
第
四

十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大

臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平
成
二
十
五
年
四
月
十
一
日
に
次

の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、
第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
以
下
「
運
輸
規

則
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第

四
十
七
条
の
九
第
三
項
、第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
十
二

第
二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を

定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第

四
百
五
十
四
号
）
の
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
礎

講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
運
輸
規
則
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
、
第
四
十
八

条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る

講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国

土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
四
号
）
の
第
二
条
第
二

号
に
掲
げ
る
一
般
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
三
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運

輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平

成
二
十
五
年
四
月
十
一
日
に
次
の
と
お
り
認
定
し
た
の

で
、
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の

十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
以
下
「
安

全
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
の
運
行
の

管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平

成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
）

の
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
礎
講
習
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

二

安
全
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第

二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定

め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四

百
五
十
五
号
）
の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
講

習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

安
全
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組

合
連
合
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
椿
町
二
十
番
十
五
号

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
四
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運

輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣

が
認
定
す
る
講
習
を
平
成
二
十
五
年
四
月
十
一
日
に
次
の

と
お
り
認
定
し
た
の
で
、
第
四
十
七
条
の
九
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

株
式
会
社
東
洋
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
六
百
五
十
四
e

一

３

講
習
の
種
類

一
般
講
習
（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第

四
十
七
条
の
九
第
三
項
、第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
十
二

第
二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を

定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第

四
百
五
十
四
号
）
の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般

講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

株
式
会
社
東
洋
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
六
百
五
十
四
e

一

３

講
習
の
種
類

一
般
講
習

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
一
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島
町
二
番
地
一
五

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

Ë

北
緯
三
二
度
東
経
一
三
三
度
五
〇
分
、
北
緯
三

一
度
三
五
分
東
経
一
三
三
度
五
〇
分
、
北
緯
三
一

度
三
五
分
東
経
一
三
四
度
一
五
分
、
北
緯
三
二
度

東
経
一
三
四
度
一
五
分
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域
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